
■公共施設再配置計画策定にかかるワークショップの報告について 

（１） 実施日時等 

① 日時：平成 30 年 3 月 20 日（火） 13 時 30 分から 16 時 30 分まで 

② 場所：青少年宿泊研修施設希望の家 研修室 2 にて 

 

（２） 参加者 

 岩倉市在住の岩倉総合高等学校の生徒：19 名（1 名欠席） 

 

（３） テーマ 

○公共施設について考える 

施設ごとの再配置方針について検討を行う中で課題のある施設（青少年宿泊研修施設希望の家・児童館（第二児童館））について、

施設のイメージや将来的な施設のあり方(施設が本当に必要なのか、どのような使い方があるかなど）について話し合ってもらった。 

 

（４） ワークショップの流れ 

① 挨拶[13:30~13:35]：岩倉市建設部都市整備課 課長 西村 

 

② 概要説明 [13:35～13:45]：中央コンサルタンツ㈱ 技術監理部長 三浦 

  ・計画策定までの経緯、ワークショップの目的について説明 

 

③ 青少年宿泊研修施設希望の家見学[13:45～14:05]：岩倉市建設部都市整備課 主任 酒井 

  

④ ワールドカフェ①青少年宿泊研修施設希望の家について[14:05～15:10] 

 

休憩 [15:10～15:20] 

 

⑤ ワールドカフェ②児童館について [15:20～16:25] 

 

⑥ 総括 [16:25～16:30]：岩倉市建設部都市整備課 課長 西村 

 

（５） 施設ごとの意見 

① 青少年宿泊研修施設希望の家 

分類 意見 

施設の立地について 

・場所が分かりにくい。 

・避難をするとき、施設に行くまでが大変な気がする。 

・桜並木が綺麗。 

・安全に自然と触れ合うことができる。 

施設までのアクセスに

ついて 

・駅から遠い。 

・公共交通機関を充実させるかイベント時にバスを出すとよい。 

・駐輪場・駐車場が少ない。 

・施設のへの入り口が分かりにくく、目立たない。 

・施設の入り口から施設までの道幅が狭い。 

施設の機能について 
・キャンプなどの野外活動で子どもが楽しめると思う。 

・宿泊や料理ができるのはよい。 

建物や設備について 

・施設が古い。 

・清潔感を出すとよい。 

・広くてゆったりとした落ち着いた雰囲気である。 

・エアコンや水道、壁は古くなっているのが目立っている。 

・気楽に入れるように、雰囲気を明るくしてほしい。 

導入したい機能等につ

いて 

・面積はあるので、地域の人でバザーや朝市、出張販売やフリーマーケットをやるとよい。 

・スポーツジム（プール付き）があるとよい。 

・料理のイベントがあるとよい。 

・自然をもっと生かせる工夫が必要だと思う。 

・個人で楽器の練習ができるとよい。 

・勉強ができるスペースがあるとよい。 
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PR による利用率の向

上について 

・ホームページ、SNS を活用する。 

・イベントの告知をもっとしたほうがよい。 

・天体望遠鏡をもっとアピールしたほうがよいと思う。 

・気軽に利用できるように、ホームページで紹介したりパンフレットを作って市役所などに置く

とよい。 

その他 

・施設の必要性が感じられない。 

・利用するタイミングがない。 

・利用料金が安い。 

 

② 第二児童館 

分類 意見 

建物や設備について 

・本がボロボロで借りづらい。 

・設備（本・遊具）をリニューアルする。 

・物が多いので整理したほうがよい。 

・和式便所しかなくて不便。トイレを洋式化するべき。 

施設の使い勝手につい

て 

・施設の中が小さい子ども向けなので利用しづらい。 

・高校生は行きづらいので、高校生が児童の遊び相手となれば児童館に行きやすくなると思う。 

・開館時間を延長するとよい。 

・土日に高校生等にも開放するとよい。 

・学童保育の子どもだけの施設という印象があるので、もっと色々な子が使いやすいようにす

る。 

導入したい機能等につ

いて 

・フリーマーケットを実施する。 

・カフェを併設する。ボランティアの場にもなるし、売上を設備等の購入に充てることができ

る。 

・Wifi を設置すれば利用者層が広がると思う。ただし利用者層を考慮して慎重に検討するべき。 

施設のあり方について 

・学童保育を小学校へ移し、空いた場所を公園や広場にする。 

・児童館を岩倉北小と合併して公園を残せば広く使える。 

・施設が古いので建て替えるべき。 

・小学校に近い児童館を廃止し、遠い児童館を残す。 

その他 

・ボランティアや高校生と児童との触れ合いがあるとよい。 

・アンケートにより幅広くニーズを把握する。 

・18 歳まで利用可能だということをもっと PR したほうがよい。 

 

◆当日の様子 

 

 


